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県
民
の
日
線
、
働
く
も
の
の
日
線
で

職
員
の
職
場
環
境
改
善

で
改
善
を
検
討
す
る
。

（教
育
と
治
安
の
問
題
に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
会
）

県
民

・子
ど
も
の
安
心
安
全

等
が
必
要
。
部
署
の
増
員

・
強
化

え

て

。園
戻
団

担
当
部
署
の
増
員

・
強
化
を
要

望
し
て
い
き
た
い
。

教
員
の
平
均
勤
務
時
間
は

一
日

約
ｎ
時
間
。
明
ら
か
に
ゆ
と
り
を

失
っ
て
い
る
。
部
活
動
等
に
よ
る

過
剰
負
担
の
改
善
を
。

警
官
の
平
均
年
休
取
得
は
年
４
．
３

日
。
こ
れ
で
は
元
気
良
く
県
民
の

安
全
を
守
れ
な
い
。

県
内

の
校
舎

・
体
育
館

の

７
０
０
棟
が
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
。

新
規
の
ハ
コ
も
の
計
画
よ
り

も
、
既
存
施
設
を
利
用
す
る
生
徒

や
県
民
の
安
全
を
優
先
す
べ
き
。

学
校
は
、
災
害
時
に
お
い
て
地

域
の
避
難
施
設
と
も
な
る
。
早
急

に
対
応
す
る
。

悪
質
な
産
廃
の
不
法
投
棄
等
の

取
締
り
に
は
粘
り
強
い
証
拠
収
集

「本
物
」
の
人
材
育
成

自
己
研
鑽
の
た
め
に
自
主
的
に

年
間
海
外
留
学
を
し
て
い
る
高
校

生
が
増
え
て
い
る
。
生
徒
の
努
力

を
県
の
事
業
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す

べ
き
。

留
学
の
意
義
は
分
か
る
が
、
各

学
校
の
教
育
計
画
を
損
な
う
恐
れ

が
あ
り
、
事
業
化
は
難
し
い
。

管
理
者
研
修
等

で
取
得
促
進
を

図
り
た

い
。

有
識
者
等
に
よ
る
検
討
協
議
会

（決
算
と
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
審
議
す
る
委
員
会
）

財
政
の
健
全
化

・
ハ
コ

も
の
建
設
抑
制

「昆
虫
の
森
」
な
ど
の
ハ
コ
も

の
施
設
が
議
会
で
批
判
さ
れ
て
い

る
が
、
計
画
を
通
し
て
し
ま

っ
て

か
ら
批
判
し
て
も
遅
い
。

今
後
、
新
規
の
ハ
コ
も
の
計
画

に
つ
い
て
は
、
将
来
の
維
持
管
理

コ
ス
ト
を
議
会
に
明
確
に
示
し
て

ほ
し
い
。

ま
た
、
財
政
が
健
全
化
す
る
ま

で
は
、
新
規
の
ハ
コ
も
の
建
設
を

行
わ
ず
、
既
存
施
設
の
修
繕
や
ソ

フ
ト
充
実
を
優
先
す
る
こ
と
を
方

針
化
す
べ
き
。

ハ
コ
も

の
建
設
に
つ
い
て
は
、

計

画

段

階

か

ら

議

会

で
十

分

チ

ェ
ツ
ク
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
い
き
た

い
。

人
員
削
減
計
画
と
県
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持

群
馬
版
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お

い
て
５
年
間
で

一
般
行
政
職
を

‐２
％
削
減
す
る
計
画
と
な

っ
て
い

る
が
、
人
口

。
地
理
条
件
の
類
似

し
た
栃
木
県

（現
状
で
群
馬
よ
り

５
０
０
人
多
い
の
に
６
％
強
の
削

減
）
と
比
べ
て
も
極
端
な
削
減
幅

で
あ
る
。

業
務
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
進
ま
な

い
中
で
の
過
剰
な
人
員
削
減
は
、

肝
心
の
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

直
結
す
る
。

警
察
、
教
育
、
病
院
等
の
職
員

を
確
保
し
た
結
果
と
し
て
、
今
の

状
況
に
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
面

も
あ
る
。
今
後
、
し
っ
か
り
検
討

し
て
い
き
た
い
。


